
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶セルと、前記液晶セルを保持するケース部材と、を具備し、前記ケース部材は、前
記ケース部材の背面に取り付けられるプリント基板のコーナ部を保持する基板保持部と、
前記プリント基板の前記コーナ部と対向する側の外周端部をスナップ係合するスナップ係
合部と、を有し、前記スナップ係合部は、前記ケース部材の前記背面から前記ケース部材
の外方に突出させた基部と、この基部をＵ字状に折り曲げ形成してなり、傾斜面を有する
フック部と、を有し、

ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶セルの前面に配設されたタブレットを有することを特徴とする請求項１記載の
液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置に係わり、特に液晶表示セルを保持したケース部材の背面にプリン
ト基板を取り付けた
液晶表示装置に関する。
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前記外周端部を前記スナップ係合部上に位置させた状態で、前記プ
リント基板を前記ケース部材側に押圧することにより、前記基部と前記フック部とが弾性
変形し、前記フック部が前記プリント基板の表面に当接して前記プリント基板の板厚方向
の動きを規制する



【０００２】
【従来の技術】
従来の液晶表示装置の分野では、例えばディスプレイ装置としてオフィスや家庭に設置し
て使用するだけでなく、電子手帳、携帯情報端末をはじめとするモバイル機器への応用が
めざましいものがある。これらモバイル機器においては、例えばカレンダー表示、スケジ
ュール表示、住所録管理等の各種の機能を切り換える際に、所望の機能が表示されたアイ
コン上のタブレットをペン等で触れることにより、機能の切り換えを行うものが提案され
ている。
【０００３】
あるいは、操作者がタブレット上でペン等で文字等の画像を描くことにより、所望の画像
の手書き入力可能なものもが提案されている。
このような従来提案されている液晶表示装置３１を図７に基づいて説明すると、一対の絶
縁基板３２、３３の間に液晶（図示せず）を封入した液晶セル３４が液晶ケース３５に保
持されている。この液晶ケース３５は、液晶セル３４の外周部が当接する側壁３５ａと、
液晶セル３４の背面を覆う底板３５ｂとが形成されている。
【０００４】
また、液晶セル３４の図示上方には、タブレット３６が配設され、このタブレット３６は
タブレットケース３７に保持されている。
また、金属板からなるメタルフレーム３８は、積層状態の液晶セル３４を保持する液晶ケ
ース３５と、タブレット３６を保持するタブレットケース３７とを、収納可能に箱状に形
成され、上部にタブレット３６の操作領域（図示せず）を露出させる開口部３８ａが形成
されている。
【０００５】
そして、液晶セル３４を保持した液晶ケース３５と、タブレット３６を保持したタブレッ
トケース３８とを積層した状態でメタルフレーム３８に収納して液晶表示装置３１が組み
立てられている。
このような従来提案されている液晶表示装置３１は、液晶ケース３５の底板３５ｂの背面
側に、液晶セル３４の駆動を制御するための電気部品（図示せず）等を載置したプリント
基板３９が取り付けられている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、液晶ケース３５へのプリント基板３９の取り付けは、両面接着テープ（図示せず
）等で行っていたので組み立て性が悪かった。
また両面接着テープで取り付けたプリント基板３９は、取り付け位置がバラツキ、携帯電
話等に組み込んだときに、プリント基板３９が携帯電話側の部品等にぶつかったりするお
それがあった。
本発明は、前述のような課題を解決して、液晶セルを保持したケース部材へのプリント基
板の取り付けを、ワンタッチで行うことができる液晶装置を提供することを目的とするも
のである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するための第１の解決手段として本発明の液晶表示装置は、液晶セルと
、前記液晶セルを保持するケース部材と、を具備し、前記ケース部材は、前記ケース部材
の背面に取り付けられるプリント基板のコーナ部を保持する基板保持部と、前記プリント
基板の前記コーナ部と対向する側の外周端部をスナップ係合するスナップ係合部と、を有
し、前記スナップ係合部は、前記ケース部材の前記背面から前記ケース部材の外方に突出
させた基部と、この基部をＵ字状に折り曲げ形成してなり、傾斜面を有するフック部と、
を有し、前記外周端部を前記スナップ係合部上に位置させた状態で、前記プリント基板を
前記ケース部材側に押圧することにより、前記基部と前記フック部とが弾性変形し、前記
フック部が前記プリント基板の表面に当接して前記プリント基板の板厚方向の動きを規制
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する構成とした。
【０００９】
　また、前記課題を解決するための第２の解決手段として、前記液晶セルの前面に配設さ
れたタブレットを有する構成とした。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下に、本発明の液晶表示装置を図面に基づいて説明する。まず、図１は本発明の液晶表
示装置の分解斜視図であり、図２は図１の要部断面図であり、図３は本発明に係わるスナ
ップ係合部の斜視図であり、図４は本発明に係わるケース部材にプリント基板を取り付け
た平面図であり、図５は本発明に係わる基板保持部の斜視図であり、図６はスナップ係合
部にプリント基板を取り付ける時の動作を説明する図である。
【００１２】
本発明の１の実施の形態の液晶装置１を図１～図５で説明すると、まず、液晶セル２は、
図２に示すように、上下２枚の矩形状のガラス板からなる一対の絶縁基板３、４を互いに
対向させて配設され、この一対の絶縁基板３、４の間に液晶（図示せず）が封入されてい
る。
また、液晶を封入した状態の一対の絶縁基板３、４の上面には、偏光板（図示せず）が貼
付されている。
【００１３】
また、液晶セル２の裏面である図示下面には反射部材（図示せず）が貼付されて、この反
射部材で液晶セル２に入射した外部からの光を図示上方に反射して外部に出射するように
なっている。
このような液晶セル２は、図１に示すように、下部基板４の端部に、液晶セルを駆動する
ために搭載されたドライバーＩＣ２ａに接続されるフレキシブルプリント基板２ｂが配設
されている。
このフレキシブルプリント基板２ｂは、後述するプリント基板６に接続可能になっている
。
【００１４】
また、液晶セル２を保持するケース部材である第１ケース５は、樹脂材料からなり、液晶
セル２の外周部を包囲する側壁５ａと、液晶セル２の背面全体を覆う底板５ｂとが形成さ
れている。
また、側壁５ａには複数のフック部５ｃが形成されて後述するメタルフレーム１１の係合
部１１ｄが係合可能になっている。
この第１ケース５の底板５ｂの背面には、図２に示すようなプリント基板６が取り付けら
れている。このプリント基板６には、液晶セル２のフレキシブルプリント基板２ｂと、後
述するタブレット９のフレキシブルプリント基板９ａが接続可能になっている。
前記プリント基板６は、図２に示すように、底板５ｂの背面に第１ケース５から外方に突
出させて形成したスナップ係合部７と、底板５ｂの隅部寄りに形成した基板保持部８とで
第１ケース５の背面側に取り付け可能になっている。
【００１５】
また、スナップ係合部７は、図４に示すように、第１ケース５の背面から外方に突出形成
した板状の基部７ａと、この基部をＵ字状に折り曲げて形成したフック部７ｂとを有し、
基部７ａとフック部７ｂとは、第１ケース５を成形加工時に同時に形成している。このよ
うなスナップ係合部７は、図３に示すように、プリント基板６の外周端面６ａが位置する
部分の第１ケース５の背面に形成している。
そして、基部７ａとフック部７ｂとは、成形加工時に板状に形成されて弾力性があり、プ
リント基板６の外周端面６ａでフック部７ｂを押圧すると、基部７ａおよびフック部７ｂ
は弾性変形するようになっている。
このようなスナップ係合部７にスナップ係合したプリント基板６は、表面にフック部７ｂ
の先端部が当接して、板厚方向の動きが規制されるようになっている。
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【００１６】
また、第１ケース５には、図５に示すように、プリント基板６の少なくとも１つのコーナ
部６ｂを保持可能な基板保持部８が形成されている。この基板保持部８は、プリント基板
６のコーナ部６ｂが挿入されて保持可能なポケット部８ａを有し、このポケット部８ａに
プリント基板６のコーナ部６ｂを矢印Ａ方向に移動させて挿入すると、コーナ部６ｂの動
きが規制されて保持されるようになっている。
【００１７】
前記プリント基板６は、少なくとも１つのコーナ部６ｂを基板保持部８に保持し、この保
持部８に保持したコーナ部６ｂと対向する側の外周端面６ａ側をスナップ係合部７にスナ
ップ係合させて、第１ケース５に取り付けるようになっている。
また、図３に示す第１ケース５の底板５ｂには、複数の位置決め部５ｄが突出形成され、
この位置決め部５ｄで、底板５ｂの背面に取り付けたプリント基板６の平面方向の動きを
規制するようになっている。
【００１８】
また、液晶セル２の図示上方の前面には、ペン等の圧力によりスイッチング動作をなして
文字等の画像を入力可能な透明パネル、いわゆるタブレット９が配設されている。このタ
ブレット９は、外周端部に複数の電極（図示せず）が形成されている。この電極は上部が
レジスト等の樹脂材料等で覆われて絶縁されて、フレキシブルプリント基板９ａに接続さ
れている。
また、タブレット９の外周端部の前記電極に囲まれた領域に、タブレット９上に位置させ
たペン等を操作して文字等の画像を入力操作可能な操作領域（図示せず）が形成されてい
る。
【００１９】
このようなタブレット９を保持する第２ケース１０は、樹脂材料からなり、タブレット９
の外周部を包囲する側壁１０ａと、タブレット９の外周部寄りの背面を覆う桟状の底板１
０ｂとが形成されている。
また、液晶セル２を保持した第１ケース５と、タブレット９を保持した第２ケース１０と
を積層した状態で収納するメタルフレーム１１は、ステンレス板等からなり、図１に示す
ように、曲げ加工等により箱状に形成されている。
【００２０】
前記メタルフレーム１１は、下部が解放されて周囲が側板１１ａで覆われ、上板１１ｂに
はタブレット９の操作領域（図示せず）を露出させる開口部１１ｃが形成されている。
また、側板１１ａには、スリット状の係合部１１ｄが複数打ち抜き形成され、この係合部
１１ｄに第１ケース５のフック部５ｃがスナップ係合可能になっている。
【００２１】
このような構成からなる液晶表示装置１において、プリント基板６を第１ケース５に取り
付ける手順は、まず、図５に示す基板保持部８のポケット部８ａにプリント基板６を矢印
Ａ方向に移動させてコーナ部６ｂを挿入する。
この時、基板保持部８に保持したコーナ部６ｂと対向する側の外周端面６ａが、図６Ａに
示すようにスナップ係合部７上に位置する。この状態のプリント基板６の上部から矢印Ｂ
の下方に押圧荷重を加える。
【００２２】
すると、プリント基板６がフック部７ｂの傾斜面に沿って下方に降下すると共に、フック
部７ｂが外周端面６ａに押されて基部７ａ側に撓む。また、同時に基部７ａも矢印Ｃの外
方に傾斜して撓む。そして、プリント基板６を更に矢印Ｂの下方に押圧すると、プリント
基板６は、図６Ｃに示すように、第１ケース５の底板５ｂ上に密着して、フック部７ｂが
プリント基板７の表面に当接して、プリント基板６の板厚方向の動きが規制される。
【００２３】
このようなスナップ係合部７は、プリント基板７に加える矢印Ｂ方向の荷重が小さくても
、容易にプリント基板６をスナップ係合部７にスナップ係合することができる。
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また、スナップ係合部７にスナップ係合後のプリント基板６を、フック部７ｂを基部７ａ
側に撓ませることで取り出すことができ、修理等が容易である。
【００２４】
また、本発明の実施の形態では、基板保持部８を１個、スナップ係合部７を２個設けたも
ので説明したが、互いに隣り合う２つのコーナ部６ａを保持可能な２個の基板保持部８を
形成し、前記２つのコーナ部６ａに挟まれた外周端面６ａと対向する側の外周端面６ａ側
にスナップ係合部７を１個設けたものでも良い。
このようなスナップ係合部７が１個だと、スナップ係合後のプリント基板６を取り出すの
が容易となり修理性が更に向上する。
また、基板保持部８は、プリント基板６のコーナ部６ｂを保持することで説明したが、基
板保持部を鈎状に形成し（図示せず）この鈎状の基板保持部をスナップ係合部７と対向す
る位置に形成して、プリント基板６の外周端面６ａに当接させるようにしたものでも良い
。
【００２５】
【発明の効果】
本発明の液晶表示装置は、ケース部材の背面側にスナップ係合部を形成し、このスナップ
係合部にプリント基板をスナップ係合させて取り付けたので、プリント基板をワンタッチ
でケース部材に取り付けることができ、組立性の良い液晶表示装置を提供できる。
【００２６】
また、前記スナップ係合部は、前記ケース部材の前記背面から前記ケース部材の外方に突
出させた基部と、この基部をＵ字状に折り曲げ形成したフック部とを有し、このフック部
は先端部が前記プリント基板の表面に当接して前記プリント基板の板厚方向を係止可能と
したので、基部とフック部とに弾力性を持たせることができ、スナップ係合部に取り付け
たプリント基板に、外部から衝撃等が加わっても、この衝撃をスナップ係合部で吸収する
ことができる。
【００２７】
また、前記ケース部材は、前記プリント基板の少なくとも１つのコーナ部を保持可能な基
板保持部を有し、前記プリント基板は、前記コーナ部を前記基板保持部に保持し、前記コ
ーナ部と対向する前記外周端面側を前記スナップ係合部にスナップ係合するようにしたの
で、基板保持部とスナップ係合部とにより外部からの振動等がプリント基板に伝わっても
、プリント基板がケース部材から外れることがない。
【００２８】
また、前記コーナ部を前記基板保持部に保持し、前記外周端部を前記スナップ係合部上に
位置させた状態で、前記プリント基板を前記ケース部材側に押圧することにより、前記前
記基部と前記フック部とが弾性変形し、前記フック部が前記プリント基板の表面に当接し
て前記プリント基板の板厚方向の動きを規制するようにしたので、プリント基板をワンタ
ッチでケース部材に取り付けることができ組み立て性がよい。
また、ケース部材の取り付けたプリント基板は、フック部材を基部側に押圧して変形させ
ることでケース部材から容易に取り外しが可能な、修理性に優れた液晶表示装置を提供で
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示装置の分解斜視図である。
【図２】図１の要部断面図である。
【図３】本発明に係わるスナップ係合部の斜視図である。
【図４】本発明に係わるケース部材にプリント基板を取り付けた平面図である。
【図５】本発明に係わる基板保持部の斜視図である。
【図６】本発明に係わるスナップ係合部にプリント基板を取り付ける時の動作を説明する
図である。
【図７】従来の液晶表示装置の要部断面図である。
【符号の説明】
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１　液晶表示装置
２　液晶セル
３　絶縁基板
４　絶縁基板
５　第１ケース
５ａ　側壁
５ｂ　底板
５ｃフック部
５ｄ　位置決め部
６　プリント基板
６ａ　外周端面
６ｂ　コーナ部
７　スナップ係合部
７ａ　基部
７ｂ　フック部
８　基板保持部
８ａ　ポケット部
９　タブレット
１０　第２ケース
１１　メタルフレーム
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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